


 岡山県マスコット「ももっち」と「うらっち」

　

東
京
の
大
学
に
進
学
す
る
岡
山
県
出
身
者
を

対
象
に
し
た
学
生
寮
は
、
都
内
に
岡
山
県
育
英

会
東
京
寮
、
精
義
塾
、
鶴
山
館
、
備
中
館
の

四
寮
が
あ
り
ま
す
が
、
前
回
、
そ
の
う
ち
の
「
備

中
館
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
本
年
が

美
作
国
建
国
一
三
〇
〇
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

津
山
、
美
作
地
域
と
関
係
が
あ
る
「
鶴
山
館
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

鶴
山
館
は
、
都
心
か
ら
離
れ
た
西
東
京
市
保

谷
の
自
然
豊
か
で
閑
静
な
住
宅
街
に
あ
り
ま
す
。

取
材
の
た
め
、
最
寄
り
の
駅
、
西
武
池
袋
線
保

谷
駅
か
ら
歩
く
こ
と
十
五
分
、
ま
る
で
岡
山
に

帰
っ
た
か
の
よ
う
な
緑
の
多
い
地
域
に
、
茶
色
の

学
生
寮
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
で
は
学
生
が
自
治

会
を
組
織
し
、
秩
序
あ
る
共
同
生
活
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
三
十
一
名
の
学
生
が
在
館
し
て
お

り
、
毎
日
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。

○
鶴
山
館
の
始
ま
り

　

明
治
二
十
四
年
五
月
二
十
五
日
、
津
山
出
身

の
学
生
達
が
、「
津
山
青
年
協
和
会
」
と
い
う

親
睦
団
体
を
作
り
、
そ
の
総
裁
に
津
山
藩
主
の

五
男
の
松
平
康
民
子
爵
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

同
年
十
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
津
山
青
年

協
和
会
総
会
の
席
上
で
、
松
平
康
民
総
裁
が
、

本
郷
の
森
川
町
に
あ
る
家
屋
を
在
京
学
生
の
寄

宿
舎
と
し
て
寄
付
す
る
旨
を
申
し
出
ら
れ
、
同

年
十
二
月
三
十
日
に
学
生
寮
と
し
て
の
「
鶴
山

館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。
初
代
館
長
に
は
、
東

京
大
学
教
授
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
校
長
を
経

鶴山館の正面

2階から

鶴山館の居室

学生寮対抗フットサル大会

■
新
規
会
員
の
募
集

　

県
人
会
で
は
、新
し
い
会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。職
場
、知
人
等
で
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、入
会
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、東
京
岡
山
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

会
申
込
が
で
き
ま
す
。

■
住
所
等
変
更
手
続

　

県
人
会
で
は
、会
員
の
皆
様
に
観
光
、特
産
品
等
の

情
報
を
提
供
し
た
り
、会
員
名
簿
の
配
布
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。住
所
等
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、必

ず
事
務
局
ま
で
ご一
報
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
の
お
願
い

　

皆
様
の
、岡
山
県
に
対
す
る
温
か
い
応
援
の
お
気
持

ち
を
ぜ
ひ
、「
ふ
る
さ
と
岡
山
応
援
寄
附
金
」と
し
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
申
込
み
は
岡
山
県
東
京
事
務
所
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。
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  detail-28927.htm
l

て
京
都
帝

国
大
学
総

長
に
な
ら

れ
た
久
原

躬
弦
氏
が

就
任
し
、
塾
監
に
は
、
後
に
首
相
と
な
る
平
沼

騏
一
郎
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
二

十
六
年
六
月
十
三
日
付
け
で
、
菊
池
大
麓
文
部

大
臣
か
ら
財
団
法
人
鶴
山
館
の
設
立
認
可
が
お

り
、
運
営
団
体
の
基
盤
が
確
立
さ
れ
、
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
鶴
山
館
の
移
転

　

設
立
当
初
、
木
造
瓦
葺
き
の
一
軒
家
で
、
受

け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
学
生
数
も
少
な
く
、

設
立
半
年
後
の
四
月
に
同
じ
敷
地
内
に
新
築
移

転
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
五
年
に

改
築
さ
れ
、
木
造
二
階
建
て
の
建
物
二
棟
、
学

生
の
居
室
は
十
一
室
、
収
容
人
数
二
十
五
〜
二

十
六
名
の
建
物
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
鶴
山

館
の
建
物
は
、
関
東
大
震
災
に
耐
え
、
太
平
洋

戦
争
の
東
京
大
空
襲
も
し
の
ぎ
ま
し
た
。
し
か

し
、
老
朽
化
の
た
め
、
昭
和
三
十
三
年
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
寮
に
建
て
替
え
た
も
の
の
、

数
年
後
に
は
、
修
理
し
て
も
雨
漏
り
が
や
ま
な

い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
に
本

郷
か
ら
現
在
の
西
東
京
市
（
当
時
、
保
谷
市
）

に
移
転
し
、
現
在
の
外
見
、
内
容
と
も
立
派
な

建
物
（
定
員
四
十
名
）
に
な
り
ま
し
た
。

○
現
在
の
鶴
山
館
で
の
学
生
生
活

　

前
述
し
た
と
お
り
、
鶴
山
館
で
は
、
監
生
（
い

わ
ゆ
る
寮
長
）
を
中
心
に
自
治
会
を
組
織
し
、

館
内
の
風
紀
、
維
持
費
の
管
理
な
ど
を
行
う
各

種
幹
事
を
毎
年
選
任
し
、
月
一
回
の
幹
事
会
や

在
館
生
全
体
の
例
会
を
開
催
し
て
、
寮
の
自
治

や
行
事
な
ど
に
つ
い
て
自
主
的
に
運
営
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、ロ
ビ
ー
、お
風
呂
、ト
イ
レ
等
の
掃

除
当
番
は
も
ち
ろ
ん
、月
二
回
の
全
員
に
よ
る
大

掃
除
や
年
一
回
の
部
屋
の
引
越
し
（
三
月
）も
あ

り
、
館
内
の
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
年
会
、寮
祭
な
ど
の
年
間
行
事
を
通
じ
て
、在

館
生
同
士
が
交
流
し
、親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
京
な
ら
で
は
の
文
化
に
触
れ
、

教
養
を
高
め
て
ほ
し
い
と
い
う
財
団
理
事
た
ち
の

願
い
か
ら
、
年
に
二
回
程
度
、
大
相
撲
観
戦
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
歌
舞
伎
な
ど
の
鑑
賞
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
学
生
達
は
深
く
感
謝
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

そ
の
他
、
四
寮
に
よ
る
対
抗
戦（
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
フ
ッ
ト
サ
ル
）
が
毎
年
開
催
さ
れ
、こ
の

六
月
十
六
日
（
日
）
に
は
、
鶴
山
館
で
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
山
館
に
設
置

さ
れ
て
い
る
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
は
地
域
へ
の
貢
献

と
し
て
、
月
二
回
地
元
の
子
ど
も
会
に
貸
し
出

し
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

今
年
、百
二
十
二
周
年
を
迎
え
る
鶴
山
館
に
は
、

時
代
の
大
き
な
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、各
界
に
人

材
を
輩
出
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
時
代

と
と
も
に
、学
生
の
気
質
は
変
化
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、鶴
山
館
の
良
き
伝
統
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
最
後
に
紙
面
を
借
り
て
、
今
回
の
取

材
に
快
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
学
生
達
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
参
考
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　東京岡山県人会女性部は、同会女性会員の発起に
より、平成18年に発足しました。
　主に、総会、勉強会、「県人の集い」への参加、クリス
マス会・納会と年4回程度、活動を行っています。
これらに加えて、昨年度は、念願であった岡山旅行が実
現し、ふるさと岡山の魅力を再発見することが出来ました。
　平成25年度は、「山田方谷のＮＨＫ大河ドラマへの実現に向けた
活動」や「美作国建国１３００年」で盛り上がっている高梁･美作地域を訪ねる旅を企画し
ています。男性の方も参加可能ですので、皆様、お誘い合わせの上、是非ご参加ください。

　吉備クラブは、首都圏在住の岡山ゆかりの
年配の方 と々４０代までの若手県人会会員や学
生などの若者が世代を超えて交流する場です。
平成１８年から開催されており、去る６月１０日で
23 回目となりました。内容は講演と交流会で、
年 3回企画しています。
　第２３回吉備クラブでは、一般財団法人国土技術研究センター理事長の大石
久和氏から「国土と日本人―経験から生まれた史観の特徴―」というテーマでご
講演していただきました。また、交流会には約５０名が参加し、初参加の方には自
己紹介をしていただき、大いに親睦を深めることができました。

　　＜次回の開催予定＞
　　　● 開催日：平成２５年１０月２８日（月）
　　　●講　師：一般財団法人キャノングローバル戦略研究所
　　　　　　　　 研究主幹 山下一仁氏
　　　●連絡先：Tel.（０３）５２１２-９０８０（岡山県東京事務所内）

「
鶴
山
館
」（
西
東
京
市
）

◇鶴山館◇
所在地： 東京都西東京市中町5-10-8
アクセス： 西武池袋線 保谷駅（徒歩15分）
　　　　 西武新宿線 東伏見駅（徒歩15分）
電　話： 0424-22-5951
部屋数： 40 部屋
寮　費： 約 46,000 円（食費含む）

事
務
局
か
ら
の

　
　 

お
知
ら
せ

● 日時：平成25年9月6日（金）
　　　　 18：00～20：00
● 場所：ホテルオークラ東京
　　　　 別館地下2階「アスコットホール」
　　　　 東京都港区虎ノ門2-10-4
　　　　 TEL：03-3582-0111

平成25年度
東京岡山県人会総会

岡山県人の集い

か
く 

　
ざ
ん 

　
か
ん

IYI女性部だより IYI

　　●日  程：平成 25年 9月21日（土）～22日（日）　1泊 2日
　　●集  合：岡山駅西口または岡山空港　集合・解散
　　●行  先：吹屋灯籠まつり、勝山町並み散策、津山洋学資料館等
　　●宿  泊：ラフォーレ吹屋
　　●費  用：3万円　※一人部屋希望の場合は追加料金有り。
お問い合わせは東京岡山県人会女性部事務局（岡山県東京事務所内）まで。

講演の様子平成 24年度岡山旅行
（閑谷学校での様子）

♤♠♤ 吉備クラブ通信 ♤♠♤ 

く
は
ら

み
つ
る

だ
い
ろ
く

創設者 松平康民子爵
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